令和２年５月　日
保護者　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出席停止の取り扱いについてのお知らせ
大阪市立天王寺小学校
校長　足立　敦彦
平素より本校教育活動にご協力賜りありがとうございます。
　学校感染症は、安全を最優先に考え、疑わしい場合も含めて、校長の指示で原則出席停止になります。集団での感染を防ぐため、出席停止期間は家庭内で安静にすることが法律で定められています。下記の学校感染症と診
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断されましたら、登校については必ず主治医または専門医の指示に従ってください。

　
	
	病　　名
	出　席　停　止　期　間

	第１種
	（※下記参照）
	治癒するまで

	第２種
	①　インフルエンザ
	発症した後（発熱の日を０日めとして）５日を経過し、かつ、解熱した後２日を経過するまで

	
	②　百日咳
	特有の咳が消失するまで　または５日間の適正な抗菌薬療法が終了するまで

	
	③　麻疹（はしか）
	解熱したのち、３日を経過するまで

	
	④　流行性耳下腺炎　（おたふくかぜ）
	耳下腺、顎下腺または舌下腺の腫脹が発現した後５日を経過し、かつ、全身状態が良好になるまで

	
	⑤　風疹
	発疹が消失するまで

	
	⑥　水痘　（水ぼうそう）
	すべての発疹が、痂皮化する（かさぶたになる）まで

	
	⑦　咽頭結膜熱　（プール熱）
	主症状が消失したのち、２日を経過するまで

	
	⑧　結核
	医師が感染のおそれがないと認めるまで

	
	⑨　髄膜炎菌性髄膜炎　　
	医師が感染のおそれがないと認めるまで

	第３種
	腸管出血性大腸菌感染症（Ｏ－１５７）　
流行性角結膜炎　急性出血性結膜炎　　等
	医師が感染のおそれがないと認めるまで


	◎条件によっては、出席停止の措置が必要と考えられる感染症（医師の指示に従い登校）

	第３種（他）
	溶連菌感染症　ウイルス性肝炎　手足口病　伝染性紅斑　ヘルパンギーナ　マイコプラズマ感染症　
感染性胃腸炎（流行性嘔吐下痢症）　等

	◎出席停止の措置は必要ないと考えられる感染症（かかった場合には、ご連絡をお願いいたします）

	第３種（他）
	アタマジラミ・・・タオル、くし、帽子の共用を避ける。直ちに駆除を開始する。
伝染性軟属腫（水いぼ）…プールでビート版等の共有を避ける。　伝染性膿痂疹（とびひ）…プールは不可


※エボラ出血熱、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群(SARS)、急性灰白髄炎（ポリオ）、新型コロナウイルス感染症　等
新型コロナウイルス感染症関連について
令和２年４月より当面の間、以下の様に出席停止の扱いとします。



④発熱などの風邪の症状がみられた場合
　出席停止期間：症状が出た日から
　　　　　　　　


今年度につきましては、体調がすぐれないときには、登校せずに自宅で安静にし、様子をみていただく
ことになります。
　それに伴い、発熱がなくても体調不良を訴えているときには、お迎えのご連絡をさせていただきます。
ご理解ご協力くださいますよう、お願いいたします。
＊医療機関での治癒証明等は不要です。


＊学校感染症と診断されましたら、すぐに学校にご連絡をお願いします。


連絡を受けた日から「病気欠席」を「出席停止」に変更いたします。連絡が翌日以降にあった場合、連絡以前のお休みにつきましては事務手続き上、欠席扱いとなりますのでご了承ください。








①新型コロナウイルス感染症に感染した場合


　出席停止期間：感染の判明した日から、専門医が登校を許可するまで








②濃厚接触者と認定された場合


（同居の家族が新型コロナウイルス感染症に感染した場合は、児童本人は


濃厚接触者扱いとなる。）


出席停止期間：濃厚接触者と認定された日、または家族の感染が判明した日から保健所に指示された日まで（目安は２週間）








③同居の家族が濃厚接触者と認定された場合


出席停止期間：家族が濃厚接触者と認定された日から、家族が保健所から指示された日まで








�








症状がおさまって


（回復日を0日めとして）


２日後まで出席停止








３日以内に症状がおさまった








検体検査をうけた場合





検査せずに様子をみる





症状がおさまって


（回復日を0日めとして）


２日後まで出席停止








陽性の場合は①の対応


陰性の場合は、受診医療機関の指示する日まで出席停止





４日以上症状が


続いた場合


新型コロナウイルス感染症受診相談センターに要相談








